













　 「理科離れ」 ということが言われ始めてか ら久 しい。私 は学校現場で理科教
育に携わ り、その後教員の指導 に関わって きた。同時に兵庫県や全 国規模の理
科教員の研究組織 に所属 し、運営 にも携わって きた。その間 「理科離れ」の実




「理科の勉強が楽 しい」 と答えた者が19%(平均44%)であ り、小学4年 生では
45%(平均55%)とかな り望 ましくない結果である。また、「希望する職業のた
め理科を勉強す る」 などの理科学習 に対す る積極性、 自信 などは46力国中最下
位 グループであった。1994年に学習指導要領が変わ り、理科の各分野を勉強 し
ない まま小学校の教 師にな り、理科 を教 えている者 も増 えて きている。一方、
保護者が学校 に求める ものは激増 してお り、教師の多忙化は限界 に達 している。
その中で実験 とか観察の準備が十分出来る ものなのだろうか。 こういった学校
の現状が教師の 「理科離れ」、児童生徒の 「理科離れ」 に拍車をかけている。今
後、地下資源の無いわが国が生活水準 を維持するためには、科学技術開発能力
のある人材 こそ唯一の資源になるとい う認識を多 くの識者が異口同音 に述べて
いる。そ して昨今、「理科離れ」の原因が様々に論 じられる中、大人の理科離れ
という言葉 も多 く見 られ、 日本の文系社会を指摘す る人 も多い。「コモ ンセンス
としてのサイエ ンス」が醸成 されに くい現状 は一つの社会病理 ともいえる。
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　先行論文の多 くが高校 での 「理科離れ」を どうす るか とい う観点で論 じてい
る。小学校では 「理科離れ」が少 ないか らである。 しか し、私は高校生 になっ
て突然 「理科離れ」が起 こるものではな く、それだけの素地が小学校、中学校
での履修状況 によって作 られているものと考 えている。そこで小学校、中学校、
高等学校以上 と発達段階に応 じてその実態を解明す ることがで きれば、対策を
考えるヒン トが求め られるのではないか と考 えた。今 回、神戸市教育委員会の
協力 を得 て、その実態 に迫 るアンケー ト調査 を実施することがで きた。それ ら
の集計データーか ら学校種 ごとに実態を報告 し、「理科離れ」の原因となるもの、
その予防のための教材の扱い方や留意点等 について考察す ることによって、理
科教育改善の一助になればよい と考えている。 この論 を(一)と して小学校 の







ア ンケー ト調査 につ いて
理科離れの実態 を調べ、その対策を考察する
小学生　神戸市立5校 の3年 生か ら6年 生　1258名
中学生　神戸市立6校 の1年 生か ら3年 生　1295名
高校生以上　県立2校 の1年 生 と2年 生他489名
平成18年10月～11月
　100%
　小 中については無作為抽出に近い対象校で調査 を行 なった。高校は都会地の
普通高校 と単位制高校 を対象 に行った。今後、他の高校 にも依頼予定である。
　 3、アンケー トの内容(資 料 として別添P15)
　学年別のアンケー トなので、 フェイスシー トとしては性別のみで質問項 目は
以下の通 りである。
・理科が好 きか嫌いかを5段 階(大 好 き、好 きな部分が多い、 どち らともいえ
ない、嫌いな部分が多い、大嫌い)の 選択肢で求める。
・どの部分が好 きで、 どの部分が嫌いかを教科書の各テーマ(全 部で39テー マ)
36
を選択肢 として回答 を求める。





　 4、理科 に対する好感度 と理解度 との関連について
　理科 の好感度(好 き嫌い)と 理解度 は混同 され易 く特 に小学生にとっては答
えに くいものである。 したがって、高校生以上のアンケー トでは、好感度 を5
段 階の選択肢で、理解 の度合い も5段 階の選択肢で別々に質問を行った。高校
生422名について理科 に対する好感度を 「大好 き」、「好 きな部分が多い」、「どち
らともいえない」、「嫌いな部分が多い」、 「大嫌い」 の選択肢で、理科 に対する
理解度 を 「ほ とんど理解 している」、 「理解 した部分が多い」、「どちらともいえ
ない」、「理解 できない部分が多い」、 「ほとん ど理解 していない」の選択肢で回















理解多い 2 4 29 47 4 86
どちらとも 4 37 86 29 7 163
理解少ない 19 67 34 3 0 123
殆ど無理解 18 12 0 0 0 30
計 44 121 151 83 23 422






妊坐 と理解 してる ・理解 していない(分 か る ・分か らない)の 相関は
あるといえる。 この結果か ら、 この論では好 きであることと理解 していること
はほぼ同 じとみなして述べることとする。関心があったのは好 きだか ら分かる
のか、分かるか ら好 きなのか ということであった。回答が主観的な判断である
ことや、数が少ないこ となどか ら有意ではないが、嫌いに偏 っている者が好 き
に偏 る者 よ り多 く、分かるか ら好 きである傾向の方が好 きだか ら分かる傾向よ
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り強いように感 じられる。 しか し、少数 とはいえ大嫌いであるが殆 ど理解 して
いる者や これに近い者がいることは、嫌いでも点数を取 る(偏差値の高い学校へ
進学する)ことが 目的になっているように感 じる。 日本 の教育の方向はその科 目
が好 きになることより、理解す ることを重視 して行なわれているのではないか
と思う。本当に分かるとはどういうことなのか考えさせ られる。
　 5、小学校 における性差
　一般 に"女 子 は理科が苦手だ"と い うことが よ く言われる。女性の社会進出
が 目覚 しい昨今、小学生 では理科に対す る性差は どうであろうか。図1は 小学
校3年 生か ら6年 生 までの理科 に対する好感度 を性別に示 した ものである。男
子の方が 「大好 き」とする者がかな り多いが、「大好 きJと 「好 きな部分が多い」









　次に、小学校の各学年で好感度が どう変化 しているかについて述べ る。図2
に示 した通 り、小学校において も全体的に見て学年が進むに従 って理科嫌いが
増加 していることが分かる。 しか しなが ら、参考 としてグラフ右端 に揚 げた高




　 ここで見逃 してな らないことは小学校3年 生か ら4年 生 になって理科好 きが
増加 していることである。 ようや く理科 とい うものに馴染み、楽 しい と感 じて
いるように思える。次 に重要 なことは、3年 生でまだ理科が始まったばか りの
設 階で 「大嫌い」「嫌いな部分が多い」 とする子 どもたちがいること。また、小
学校5年 生 になって 「大好 き」 な層が激減することである。 この二点について
取 り出して考えてみる。
　 7、3年 生ですでに理科が嫌いな子 どもについて
　小学校4年 生以上に 「理科が嫌いになったのはいつか らか」 という質問をし、
その回答をまとめたのが、図3で ある。ただ し、3年生では現 に嫌いな者の数 を
示 している。
図3　 理科が嫌いになったのはいつか らか(人)
























　何故理科 を嫌いであると思 うのか、その理由については図4で 示 した通 りで
ある。「観察や実験が嫌い」 と 「感覚的に嫌い」なども予想以上に多 く、い くら
実験や観察 を取 り入れて面 白い授業を展開 しようとして も、それだけでは受け
入れ られない状況 もある。理科が好 きである と答えている子 どもで も 「観察が
嫌い」、「昆虫が嫌い」、「虫は気持ち悪い」 と記述 している子 どもが何人もいた。
このことは子 どもを取 り囲む 自然環境が物理的だけでな く心理的に も遠 くなっ
ていることと無縁 ではない。以前、 自然 に囲まれた学校 の先生か ら聞いたこと
であるが、「子 どもたちは自然 の中では遊びません。テ レビゲームや漫画のほう
がよっぽ ど関心が高いのです」 とのことであった。 また、2年 生 までの生活科
との接続がうまくいっていない部分があるのではないか と考える。
図4　 理科が嫌いな理由(%)
　 8、5年 生 で拡大 す る理科嫌 い とそ の原 因
　 図1か ら分 か る とお り、4年 生 にな って理科 の面 白さが分 か って きた の に、
5年生 になって大好 きな層 が大 き く減 って しま う原因 は何 で あ ろ うか。 そ こで
学年 ご とにみた テーマ につ い ての好 き嫌 い を調べ てみ る。全 学年 通 じて嫌 いな
テーマ と して挙 げてい る上位 五つ の もの は 「ヒ トや動 物 の体(6年)」33.3%、
「花 か ら実へ(5年)」31.8%、「わ た したちの気 象台(5年)」31.3%、「チ ョウを
そ だて よう(3年)」31.3%、「植物 の発芽 と成長(5年)」31.2%となってお り、
5年生 に集 中 してい るこ とが分 か る。 因み に好 きなテー マ と して挙 げてい る上
位 五つの ものは 「ものが燃 える とき(6年)」70.8%、「空気 や水 を とじこめ る と
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(4年)」70.6%、「月や星(4年)」69.3%、「水 よう液の性 質(6年)」67.9%、
「電気 のはた らき(4年)」64.8%となっている。教育では理解 しやすい流れが最
も重要であるが、子 どもの好 き嫌いが学年 によって偏 らない構成 も大局的に見
て必要な考え方か もしれない。
　 さて、前掲の図4か らも言えるように理科 を嫌い とする理由に 「分か らない」
「覚えることが多 い」「理屈が難 しい」が上位 を占める。教科書の展開や学習指
導要領か らみて も学校では実験や観察は十分時間をとって行われていると思う
ので、問題は実験 の内容、方法に工夫の余地があるのではないか とい う点 と、
最 も分か りやすい教材の構造化がなされているか という点が重要である。以下、
一例 として 「植物の発芽 と成長」「花か ら実へ」 について教材構造 を示 し、学習
指導要領の内容 も考慮 しなが ら検討 したい。
　 9、教材の構造 と学習内容の適時性
「埴物の発芽 と成長」「花か ら実へ」 について3年 生、4年 生の扱い と5年 生の

















植物の一生 花のつ く り
ホウセンカの花から実への観察 レ カボチャの種まき雄花と雌花の観察
ま とめ　ホウセンカを育てたよ 夏の自然 アブラナ、オクラ、ユリとの比較
ヒョウタン(ヘチマ)の育ちの観察 ≒)レ 花粉の働 き
秋の 自然 顕微鏡でカボチャの花粉を観察
ヒョウタン(ヘチマ)の実の観察 り 〉 受粉と実のでき方の比較実験
冬の自然 まとめ　種子ができるまでヒトとの比較
枯れ ヒョウタンの実か ら種 棚〉 発展　クロマツ
ヒョウタンの成長と温度変化 いろいろな花粉
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　 学習指導要領 における扱いは、3年 生では夏生一年生の双子葉植物の栽培 を
通 して植物 の育 ち方 には一・定の順序があ り、その体は根、茎及び葉か ら出来て
いることを理解 させ る。植物の個体の成長過程の観察を通 して、種子か ら発芽
し子葉が出て、葉が しげ り、花が咲 き、花が果実 になった後 に個体 は枯死する
という、植物の育 ち方には一定の順序があるということをとらえるようにする。
4年生では夏生___.年生植物の成長は、暖かい季節、寒い季節 などによって違い
があることを理解 させる。その際落葉樹 を対比す ることによって植物の個体の
死 について触れることとなっている。また、植物 を育て、1年 を通 して植物 を
定期的に観察 し、植物の成長の仕方 と季節 とのかかわ りをとらえるようにする。
・・・・…　　 後略 ・・・・…　　 と解説 している。
　 これに対 して5年 生では以下のように記 されている。植物 を育て、植物の発
芽、成長及び結実の様子 を調べ、植物の発芽、成長及び結実 とその条件 につい
ての考えをもつ ようにする。
ア　植物は、種子の中の養分(で んぷん)を 基 にして発芽すること。
イ　 植物の発芽には、水、空気及び温度が関係 していること。
ウ　植物の成長には、 日光や肥料 などが関係 していること。
工　花にはお しべやめ しべ などがあ り、花粉がめ しべの先に付 くとめしべの も
とが実 になり、実の中に種ができること。
・・・・…　　 中略 ・・・・…　　 植物の発芽、成長及び結実 にかかわる条件
を計画的に追及する能力や生命を尊重する態度を育てることがね らいである。
ア　植物は適当な温度下で種子 に水 を与えると、種子は水 を吸い、種子の申の
養分 を使 って発芽 し始めることか ら、発芽前後の種子の中の養分の存在 を調べ、
発芽 と種子の養分 との関係をとらえるようにする。
イ　 身近な植物の種子 を用いて、植物の種子が発芽するために必要な水、空気、
温度 とい う環境条件 について、例 えば、水や空気 を一定に して温度条件 を変え
るなど、条件 を統一 しなが ら発芽の様子 を調べ、発芽には水、空気、温度が関
係 していることをとらえるようにする。
ウ　 植物が成長するのに必要 な日光や肥料 な どの環境条件 について、適 した場
合 とそ うでない場合 を設定 して、条件を統一 しなが ら育て、両者 を比較 しなが
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ら成長の様子 を調べ ることによって、植物の成長は、 日光や肥料 などに関係す
ることをとらえるようにする。
工　 身近な植物 について、め しべやお しべ のつ くりを調べた り、花粉 を顕微鏡
で観察 した りするとともに、花粉 をめ しべ の先 に付 けた場合 と付けない場合 で
実ので き方 を比較 し、結実す るには花粉がめ しべ の先 に付 くことが必要である
ことをとらえるようにする。 ・・・・…　　 後略 ・・・・…
以上のようにこの部分についてはかな り詳 しく解説 してある。
　 ここで指導要領の冒頭でかかげている 「変化 と関　 図5
係する要因を抽出 した り、計画的に実験 を行なった
り」の内容 に本格 的に入 ってい くわけであるが、い
くら3学 年4学 年 と植物 を観察 して きた とはいえ、
水 と空気 と温度の必要性はかな り難 しい課題である。
例 えば、図5(教 科書啓林館 よ り)に 示す ように水
を入れた試験管の水面に脱脂綿 をつめ、上方に も脱
脂綿 をつめ、水 の中に一つ、下 の脱脂綿上 に一・つ、
上 の脱脂綿上 に一つ種子 を置いた ものを二つ作 る。
一方は常温 に一方は冷蔵庫 に入れてその変化 を見る
実験がある。これなども小学生 は色々な疑問を持つだろ う。例 えば綿 はどれ く
らい空気 を通すのか とか、冷蔵庫 の中は日光が当た らないのではとか、温度が
何 度までならいいのか とか。そういった貴重 な疑問に____,つ一つ答えて納得 させ
ることは出来ているのだろうか。余程教える側が深 く理解 し、子 どもが納得で
きる完全な実験 をさせる ように しない と、思考 を混乱 させ るばか りで はな く、
返って理科 を嫌いにさせ る大 きな原因 となる。4年 生では一年 を通 じて植物の
成長 と変化、生命の連続性 を見 させている。 この中に5年 生で扱 う 「種子の発
芽には外か らの養分 は要 らないことや成長 には日光や肥料が必要なことを確か
める実験」 を入れることが、5年 生の他の展開に とって も効果的ではないだろ
うか。 また、花か ら実へのテーマでは、顕微鏡 を使 って全員が自分 自身で見れ
た とい う達成感が持 てるよう、十分 な時間的ゆとりが必要である。特 に生物の
実験は他の分野の実験 と比べ、一般的に結果が出るのに時間がかかる。その間、
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関心 を持 ち続 け記録 をとることが、現代の子 どもの生活 リズムに合 いに くいの
かもしれない。 ここで、一番大切 なことは研究す ることが冒険や探検のように
面白いということを教師が体感 し生徒 に伝えてい くことである。
　10、分野別好 き嫌いについて
　細かいテーマ ごとに好 き嫌いを調査 しているが、 ここでは理科の四分野(物
理、化学、生物、地学)に 対す る好 き嫌いをまとめてみた。小学校 の教科書 と
しては4分 野に分けて行 なわれている訳ではな く、「水の姿」などは物理、化学、
地学に関係す る取扱いであ り、他 にも未分化のままの もの も多い。 しか し、 こ
こでは特徴 をみて どれかに分類 した。生物分野では好 きとする率(そ の分野 を
履修 した人数 に対す る好 きと答えた人数の割合)の ほ うが嫌い とする率 よ りも
上回っているものの、嫌い とする率が非常 に多い。逆 に化学 ・物理 ・地学分野
では好 きな率が嫌いな率 を大幅に上回っている。
図6　 分野別の好 き嫌い(%)
　次に理科全体に対す る好 き嫌い と各分野に対す る好 き嫌いについての相関を
とってみた。理科全体 に対す る好感度 を1～5で あ らわ し、物化生地の分野に
分けた各テーマを好 きとしているか、嫌い としているかの率 との相関をとった。
弱い相関であるが係数の大 きい ものか ら順に並べてみる。
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　理科が嫌い化学が嫌い　0.56　　　　理科が嫌い物理が嫌い　0.51
　理科が好 き化学が好 き　 0.50　　 　 理科が嫌い生物が嫌い　0.48
　理科が嫌い地学が嫌い　0.48　　　　 理科が好 き地学が好 き　 0.39
　 また、生物分野 の教科書 に占める割合は35テー マ(履 修予定は全39テー マ)
のうち15テー マと多い。 しか しなが ら、生物分野が嫌いであるか ら理科全体が
嫌い という傾 向は弱かった。全般 的に相関係数が大 きくならなかったのは、理
科全体 に対 して好 きな部分が多い と回答 した者が、実際には半分以上のテーマ
に×(嫌 い)を 付けていた りする例(逆 の例 も)が い くつか見 られた。
　 11、覚えている実験や観察 との関係
　今で も覚 えている実験 などについての記述 は、体験 した時期が近いものを挙
げる傾向が強いけれ ども、その実験や観察 を体験 している者に対する記述 して
いる者の割合 を調べた。割合の大 きいものを示す。
　水溶液の実験34.3%　空気や水を閉 じ込める31.5%　昆虫の観察31%
　 ソーラーカー ・モーターカー30%　 植物(自然)の観察28.7%　月や星26.2%
　理科が 「大嫌い」や 「嫌いな部分が多い」 とす る者で も、覚 えている実験に
ついては記述 しているし、その傾 向に大 きな差はない。 どちらか といえば色が
変わるもの、空気でっぽうの ようなお もちゃ的なもの、遊 びの延長的なものが
多い。これ は決 して悲観材料ではな く、その実験の展 開の仕方によって十分科
学的思考の面 白さを伝 え られるものと考える。 もちろん、テレビ等で取 り上げ
られているようなダイナ ミックな、 またはマジカルな実験 だけで理科教育が成
り立つわけではない し、地味な理論的な思考訓練は欠かせない。 しか し、小学
校 においては児童の記憶に鮮烈 に残 るような実験 を、 さらに工夫 を加 えてい く
余地は十分ある。 また、各地方の各種研究会で 日々発表 されている実験や観察
の方法 には感心する ようなものも多い。そ ういった情報が全 国の教員に共有 さ
れていないことが非常 に惜 しまれる。 このテーマではこんな効果的な実験が、




　 この論の9節 で述べ た蹟 き易 いテーマに対する好 き嫌いの度合いの平均 を、
6年生の回答か ら学校別に取 り出してみる。「わた したちの気象台」では嫌いと
する率が高い学校で45.2%、低い学校で22,3%であ り、「植物の発芽 と成長」では
34.2%から21.8%まで、「花か ら実へ」では34.2%から18.7%とその格差が非常に
大 きいのが気がか りである。学校のおかれている自然等の環境 の違 いよりも学
校の理科教育へ の取 り組みの違いが大 きいのではないか と考えられる。 このこ
とは"今 でも覚えている実験等"の 記述で もはっきりと見 られる。例えば 「わ
た したちの気象台」 に関す る実験 を印象 に残 った としている率の平均は学校に
よって5.4%から0%までで、 「植物の発芽」 に関する実験 について は12.3%から
2。9%までとかなりの差が見 られ、「水溶液」 に関する実験では63%から9.3%まで
の大 きな開きがあった。 もちろん児童の自由記述 であ り、曖昧な記憶に基づ く
もので絶対的ではないが、少な くとも生徒 に与 えた影響 に大 きな差が現れてい
ることだけは確かである。
　13、対策 として考えられること
　小学生 に対 して 「理科 の観察なんかに時間をかけないで、いい中学校 に行け
るように塾で一つでも問題 を解 きなさい」 という母親の言葉の前 には教 師の働
きかけにも限界がある。1節 で も述べ たように社会問題 として解決 しなければ
ならない点 も多い。子 ども達 にとって中身の見えない高度化(ブ ラ ックボ ック
ス化)し た器械 を素早 く、正確 に使い こなすこ とだけが求め られる社会では、
何故?と い う好奇心がす ぐ色あせて しまうの も当然である。 また、溢れる情報
の垂れ流 しが生の体験の新鮮 な感動 を奪 うことも指摘 されているが、学校での
体験 による感動が大 きくなるように子 どもへの情報統制(マ スメデ ィアや塾)
のあ り方 などの検討 も必要か もしれ ない。そ ういったものの解決 には社会的価
値観のガバナ ンス機構 の検討が必要である。国をあげて学校 の機能 を最大限に
高めることが今求め られる。 しか し、一方で現状の学校 として取 り組めること
もまだ まだ大 きい とい うこと、学校 で しか出来ない部分 も多い とい うことに視
点 を定めたい。
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　今 回の調査 を大 きく見れば、実 は理科が好 きな理由を挙げている子 どもはと
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7節の図4で"理 科が嫌いな理由"を 示 したが、それ と比較 して図7で"好 き
な理由"を 挙げている子 どもの数 は桁違いに多い。 また、6節 の2図 で示 した
とお り、小学校では理科が嫌 いな者 は極めて少 ない。この状況 を楽観視するこ
とな くさらに改善させ ることと、中学 ・高校へ進む中で悪化 させ ない ことが重
要である。今 まで述べた ことから対策を並べ ると以下のようになる。
・社会や家庭 の責任にしないで、学校でで きることに自信 を持つ こと
・子 どもは本来理科好 きであるという信念 をもつ こと
・教 え方によって子 どもに大 きな影響が現れることを自覚すること
・よい成績 をとることを目的にするのではな く、先ず理科 を好 きにさせ ること
　 に重点 をお くこと
・嫌いになる理由の最 も多いのが 「分か らない」 という理 由であることを認識
　 すること
・蹟 き易い部分 を焦点化 し、深 く研究 し、分 り易い授業を工夫すること
・学習指導要領 を含めた教材の構造化の検討 をすること




　 学校で教科 として孤立 しがちな教師が試行できるシステムをつ くること
・教員養成の殺 階で理科教育 に自信の持てる学生、明 日か らで も実験観察指導
　 の出来る学生を育てること
・教員養成の段 階で子 どもを好 きになる機会 を持つ ことと、理科 を面 白く教え
　 ることを目標の一つにす ること
・教員養成の段階で諦めず に学生 自身に理科が面 白いことを体得 させること
・社会の価値観を改善す るためのガバナ ンス機構 を構築すること
　科学に関する研究者の多 くは子 ども時代 に、両親や親戚な ど周囲の大人か ら
何 らかの知的な刺激 を受 けた といわれている。だか ら家庭に責任があるとい う
見方ではな く、学校が代 わって多 くの子 ども達 に知的な刺激 を与える役割 を果
たすべ き時代だ と考える。
　14、研究の今後の発展
　小学校では目を見張 るほ どの 「理科離れ」は生 じていないことが分かったが、
中学、高校へ と進むに従 って起 こる 「理科離れ」の原因 となる部分 を多数見 出
せた。注 目すべ きは中学の段階だ と考えている。データーは十分揃っているの
で、時間をかけて分析 を深め、小学校の影響がいかに関連 してい くのか、 また、
中学で何が起 こっているのか、そのことが どのように高等学校 に引 き継がれて


















(3年)たねをまこう、 チョウをそだてよう、 植物のつくりとそだち、 こん虫をさがそう、 植物の一生　　
(4年)春のしぜん、 夏のしぜん、 秋のしぜん、 冬のしぜん、 生き物の竃年間　　
(5年)櫨物の発芽と成長、 動物のたんじょう(メダカ、ヒト)、花から実へ
　　 (6年)ヒトや勧物の体、 生物とかんきょう、 自然とともに生きる
　 2地 疎と字宙
　　 (3年)かげのでき方と太隅の光、 あたたかさと太陽の光





く4年)電気のはたらき、 空気や水をとじこめると、 ものの温度とかさ、 もののあたたまり方、 水のすがた






































回答に感謝します 神P松 蔭女子学院大学 加藤巡一一
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